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た、表 6には演習課題一覧を、図 5には演習課題の一例を、図 6には、演習に取り組む学生の様子を示す。
表 5　演習課題の実験計画


























































（平成 29 年度　神楽坂キャンパス 5講座の履修学生 64 名のグラフであり、縦軸は人数である。）
図 9　演習前後の自己評価の変化
⑴ 　「科学理論の精通」の修得状況は、全体に上昇しており、特に 4 と 5 の増加が著しい。他の項目に
比べると特徴的な変化であり、学生が科学理論の整理に重点を入れてきた成果が表れている。



















示す。「プラス 2」とは、当初の自己評価から 2段階の評価が高まったことを示している。「プラス 2」は、
1から 3、2から 4、3から 5の集団であることから、演習の高成果を表す指標と考えている。
図 11　専門性の高まり

















































































1）「教職課程コアカリキュラム」（平成 29 年 11 月 17 日　教職課程コアカリキュラムの在り方に関する検
討会）
　http://www.mext.go.jp/component/b_menu/shingi/toushin/__icsFiles/　afieldfile/ 2017/11/27/1398442_1_3.pdf
（2018 年 10 月 7 日取得）
2）「履修カルテ自己評価シート」（東京理科大学「教職課程ハンドブック」平成 30 年度　改訂 38 版）
3）『教職課程コアカリキュラムを具現化し、専門性を修得させる「理科指導法」
　 ～ＫＳＰ方式による授業実践と教科書編纂を通して～』（東京理科大学教職教育研究第 3号　pp.217 ～
229）
4）「教員養成の理念、設置の趣旨等」（東京理科大学「教職課程ハンドブック」平成 30 年度　改訂 38 版）
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